
「
つ
ど
い
」
は
沖
縄
か
ら
平

和
の
願
い
を
込
め
て
喜
納
昌
吉

さ
ん
の
歌
で
始
ま
り
ま
し
た
。

山
本
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

か
ら
セ
ン
タ
ー
10
年
の
あ
ゆ
み

が
報
告
さ
れ
、
毛
利
小
学
校
の

２
人
の
児
童
が
「
命
以
外
に
大

切
な
も
の
は
な
い
。
戦
争
は
起

き
て
ほ
し
く
な
い
」
な
ど
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
て
学
ん
だ
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

稲
葉
喜
久
子
さ
ん
（
円
内
の

写
真
）
は
空
襲
体
験
を
語
り

「
百
人
百
様
の
体
験
を
語
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
証
言
映
像
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
作
成
し
た
「
そ
の
爆
音

の
下
で
ー
女
子
挺
身
隊
の
語
り
」

が
上
映
さ
れ
、
出
演
の
鷹
野
悦

子
さ
ん
が
会
場
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

特
別
報
告
で
は
東
京
大
空
襲

訴
訟
弁
護
団
の
中
山
団
長
は

「
政
府
は
戦
後
、
軍
人
・
軍
属

に
50
兆
円
に
の
ぼ
る
補
償
を
し

て
き
た
が
、
空
襲
被
害
者
に
は

何
ら
救
済
・
補
償
も
な
く
、
こ

ん
な
不
条
理
な
差
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。
空
襲
被
害
者
等
援
護
法

の
早
期
制
定
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
実
現
の
た
め
共
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
安
斎
育
郎
科
学
・
平

和
事
務
所
長
（
写
真
）
は
、
３

月
10
日
の
東
京
大
空
襲
と
３
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
を
つ
な

い
で
平
和
と
人
権
の
課
題
に
つ

い
て
講
演
を
行
い
、
「
戦
争
も

福
島
原
発
災
害
も
『
国
民
総
動

員
翼
賛
体
制
』
の
成
れ
の
果
て

の
結
果
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

が
主
権
者
意
識
を
も
っ
て
国
の

在
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

最
後
に
セ
ン
タ
ー
館
長
の
早

乙
女
勝
元
氏
は
「
こ
の
10
年
で

来
館
者
は
10
万
人
を
超
え
た
。

東
京
大
空
襲
も
東
日
本
大
震
災

も
ま
だ
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い

な
い
。
両
日
を
命
の
重
み
を
考

え
心
に
刻
む
日
に
し
た
い
。
平

和
の
種
ま
き
事
業
を
減
速
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
さ
ら
な

る
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

死
者
１
５
８
５
４
人
、

い
ま
だ
に
行
方
不
明
者

３
０
０
０
人
超
、
家
も

仕
事
も
捨
て
て
避
難
し

て
い
る
16
万
人
。
大
震
災
１
周
年

の
３
・
11
を
迎
え
ま
し
た
▼
江
東

区
に
も
故
郷
か
ら
追
わ
れ
た
１
３

０
０
人
の
方
々
が
、
か
な
わ
な
い

帰
郷
の
願
い
と
不
透
明
な
将
来
へ

の
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
ま
す
。

原
発
推
進
の
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
」
と

い
わ
れ
る
共
同
体
の
大
罪
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
▼
野
田
総
理
は
原
発

再
稼
働
を
念
頭
に
い
ち
早
く
「
収

束
宣
言
」
を
だ
し
、
こ
と
も
あ
ろ

う
に
原
発
推
進
予
算
を
４
１
８
８

億
円
を
盛
り
込
み
、
使
用
済
み
核

燃
料
の
再
利
用
の
開
発
に
充
て
ま

し
た
。
「
ア
メ
リ
カ
で
は
手
が
つ

け
ら
れ
な
い
こ
の
技
術
を
、
日
本

で
実
験
さ
せ
る
」
と
指
摘
す
る
専

門
家
も
い
ま
す
▼
放
射
能
拡
散
は

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

共
産
党
都
議
団
の
調
査
で
、
葛
飾
・

水
元
公
園
の
土
壌
１
キ
ロ
当
た
り

２
万
３
千
ベ
ク
レ
ル
（
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
は
居
住
禁
止
の
高
濃
度

セ
シ
ウ
ム
）
を
検
出
。
江
東
区
内

に
も
毎
時
０
・
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
散

在
し
て
い
ま
す
▼
弘
前
大
の
浪
江

町
住
民
を
対
象
に
し
た
健
診
の
結

果
、
そ
の
う
ち
80
％
の
50
人
に
50

〜
87
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
甲
状
腺

異
常
を
発
見
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス

も
流
れ
ま
し
た
。
「
原
発
の
蓋
あ

き
し
ま
ま

去
年
今
年
」
長
谷
川

櫂
震
災
句
集
の
一
句
で
す
。
「
原

爆
忌
」
の
よ
う
に
「
原
発
忌
」
が

季
語
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
国
民

の
総
意
で
今
こ
そ
原
発
ゼ
ロ
に
。

江
東
革
新
懇
代
表
世
話
人
後

藤
寛
東
部
法
律
弁
護
士
の
挨
拶

で
始
ま
っ
た
年
次
総
会
で
、
一

年
間
の
活
動
の
報
告
と
方
針
、

新
役
員
の
提
案
が
満
場
の
拍
手

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
相
野
谷
安
孝

中

央

社

保

協

事

務

局

長

が

「
『
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
』
を
斬
る
！
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
江
東
区
で
も
区
民
の

暮
ら
し
を
切
り
縮
め
る
行
財
政

改
革
の
計
画
が
進
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
「
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
」
と
の
た
た

か
い
で
も
、
国
の
構
造
改
革
と

対
決
し
、
政
治
を
変
え
る
よ
う

な
運
動
が
必
要
で
す
と
強
調
。

資
料
を
も
と
に
社
会
保
障
を
切

捨
て
る
「
一
体
改
革
」
の
内
容

を
解
明
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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区
議
会
第
一
回
定
例
会
に
は
23

本
の
値
上
げ
条
例
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
う
ち
３
本
は
医
療
・
介

護
保
険
料
、
残
り
20
本
は
文
化
セ

ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
利
用
料
で
す
。

介
護
保
険
料
は
、
保
険
料
負
担

区
分
の
多
段
階
化
な
ど
で
、
低
所

得
者
の
値
上
げ
幅
を
抑
え
る
努
力

は
さ
れ
た
も
の
の
、
基
準
額
（
本

人
非
課
税
、
世
帯
に
住
民
税
課
税

者
が
い
る
場
合
）
で
年
１
万
２
千

円
の
値
上
げ
（
こ
の
値
上
げ
案
に

公
明
党
は
早
々
と
賛
成
を
表
明
）
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
平
均

で
年
７
８
３
１
円
の
値
上
げ
。
国

民
健
康
保
険
料
も
所
得
割
率
の
引

き
上
げ
と
介
護
納
付
金
、
後
期
医

療
支
援
金
の
増
加
の
影
響
で
値
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
区
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー

や
プ
ー
ル
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

使
用
料
・
利
用
料
の
値
上
げ
は
、

区
民
の
く
ら
し
が
大
変
な
時
に
、

１
割
か
ら
２
割
も
の
負
担
増
を
区

民
に
押
し
付
け
る
と
い
う
点
で
も
、

ま
た
従
来
は
算
定
外
と
し
て
き
た

人
件
費
を
、
使
用
料
・
利
用
料
に

組
み
込
む
と
い
う
点
で
も
許
し
が

た
い
も
の
で
す
。

区
は
「
受
益
者
負
担
」
を
値
上

げ
の
根
拠
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
区
民
の
文
化
の
高
揚
と
福
祉
の

増
進
」
「
健
康
で
文
化
的
な
区
民

生
活
の
向
上
に
寄
与
」
す
る
目
的

で
、
区
民
の
税
金
で
作
っ
た
施
設
。

誰
も
が
、

手
軽
に

利
用
で

き
る
よ

う
に
利

用
料
は
で
き
る
だ
け
低
く
抑
え
る

べ
き
で
値
上
げ
は
論
外
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
「
大
幅
値
上
げ

に
よ
っ
て
、
参
加
で
き
な
く
な
る

人
も
う
ま
れ
る
。
会
員
同
士
の
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
貴
重
な
社
会
参

加
や
生
き
が
い
の
場
を
奪
う
こ
と

に
な
る
」
、
ま
た
着
付
け
教
室
に

参
加
の
女
性
が
、
短
期
間
に
７
百

名
を
超
え
る
値
上
げ
中
止
を
求
め

る
署
名
を
添
え
た
陳
情
が
よ
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
14
施
設
の
値
上
げ
案

が
審
議
さ
れ
た
区
民
環
境
委
員
会

で
は
、
反
対
の
論
陣
を
張
っ
た
の

は
共
産
党
議
員
だ
け
で
、
自
民
党

議
員
が
「
区
民
に
よ
く
周
知
す
る

よ
う
」
に
求
め
た
だ
け
で
し
た
。

ま
た
民
主
党
議
員
は
、
昨
年
12

月
の
企
画
総
務
委
員
会
で
「
フ
ル

コ
ス
ト
で
検
討
し
て
は
い
か
が
か
」

「
今
回
な
ぜ
フ
ル
コ
ス
ト
に
対
す

る
見
直
し
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」

と
発
言
す
る
な
ど
、
各
種
値
上
げ

案
は
自
民
・
公
明
・
民
主
・
み
ん

な
の
党
の
オ
ー
ル
与
党
の
賛
成
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
保
険
料
・
質
の
利
用
料
な
ど

区
民
に
さ
ら
な
る
負
担
増

─
─
オ
ー
ル
与
党
が
後
押
し

今
年
の
「
つ
ど
い
」
は
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー

開
館
10
周
年
を
迎
え
た
な
か
で
、
３
月
10
日
、
カ
メ
リ
ア
ホ
ー

ル
で
５
百
人
を
超
え
る
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
・
民
主
主
義
・
革
新
統
一
め
ざ
す
江
東
懇
話
会
（
江
東
革
新
懇
）
総
会

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
を
斬
る
！

相
野
谷
安
孝
中
央
社
保
協
事
務
局
長
が
講
演

３
月
５
日
、
江
東
革
新
懇
は
「
２
０
１
２
年

年
次
総
会
と

学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
総
会
に
は
、
平
和
・
民
主

主
義
・
革
新
統
一
を
め
ざ
す
運
動
に
賛
同
す
る
個
人
・
団
体
代

表
な
ど
46
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「東京大空襲を語り継ぐつどい」

平和で人権が守れる日本に！



こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら
区
内
駅

頭
で
の
宣
伝
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木

場
、
亀
戸
労
働
基
準
監
督
署
な
ど

へ
の
要
請
行
動
も
行
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
吉
沢
江
東
社
保
協

会
長
か
ら
「
福
祉
、
医
療
、
介
護

等
区
民
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が

進
ん
で
お
り
、
政
治
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
区
民
の
暮
ら
し
は
変
わ
ら

な
い
」
と
主
催
者
挨
拶
。

共
産
党
の
菅
谷
区
議
は
「
区
長

は
自
ら
消
費
税
推
進
論
者
と
言
い
、

国
保
料
や
区
民
施
設
使
用
料
な
ど

区
民
負
担
を
押
し
付
け
よ
う
と
し

て
い
る
。
区
民
の
暮
ら
し
を
守
る

区
政
実
現
の
た
め
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
連
帯
の
挨
拶
。

参
加
団
体
か
ら
は
決
意
表
明
が

行
わ
れ
「
庶
民
、
中
小
業
者
に
負

担
を
押
し
付
け
る
消
費
税
増
税
の

反
対
」
「
営
業
と
働
く
も
の
の
暮

ら
し
を
守
る
公
契
約
条
例
の
制
定
」

「
障
害
者
自
立
支
援
法
廃
止
と
障

害
者
の
た
め
の
新
法
を
」
「
山
﨑

区
政
の
職
員
削
減
と
区
民
負
担
を

強
い
る
行
革
を
や
め
さ
せ
よ
う
」

と
訴
え
、
集
会
終
了
後
は
亀
戸
駅

ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

吉
沢
会
長
は
「
こ
の
1
年
は
大

震
災
、
原
発
事
故
、
そ
し
て
税
や

社
会
保
障
改
悪
の
動
き
が
強
ま
り
、

激
動
の
1
年
で
あ
っ
た
。
問
題
意

識
を
も
っ
て
着
実
に
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

前
沢
東
京
社
保
協
事
務
局
長
は

「
震
災
復
興
は
進
ん
で
い
な
い
が

消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
改
悪
の

動
き
は
進
ん
で
い
る
。
今
こ
そ
憲

法
25
条
に
基
づ
く
、
い
の
ち
と
く

ら
し
を
守
る
税
金
の
使
い
方
に
変

え
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
私
た
ち

の
運
動
に
は
大
義
が
あ
り
、
さ
ら

に
そ
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

全
体
の
と
り
く
み
の
交
流
で
は
、

年
金
者
組
合
か
ら
「
年
金
引
下
げ
、

介
護
保
険
料
・
国
保
料
等
の
引
上

げ
、
消
費
税
引
き
上
げ
」
、
障
害

者
団
体
か
ら
「
民
主
党
政
権
に
よ

る
障
害
者
自
立
支
援
法
廃
止
約
束

の
裏
切
り
。
障
害
者
総
合
福
祉
法

の
制
定
」
、
区
職
労
か
ら
「
公
的

保
育
を
解
体
す
る
新
シ
ス
テ
ム
」
、

「
さ
よ
な
ら
原
発
・
江
東
」
の
取

り
組
み
、
「
都
立
墨
東
病
院
を
直

営
で
存
続
さ
せ
る
会
」
の
取
り
組

み
、
共
産
党
区
議
団
か
ら
「
多
額

な
積
立
金
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

さ
ら
な
る
区
民
負
担
を
強
い
る
冷

た
い
山
崎
区
政
の
現
状
」
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
格
差
と
貧
困
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
、
誰
で
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
保
障
の
実
現
め
ざ
し

て
全
力
を
挙
げ
る
」
と
の
宣
言
を

大
き
な
拍
手
で
採
択
し
終
了
し
ま

２
月
25
日
、
さ
よ
な
ら
原
発
・

江
東
は
講
演
会
を
開
き
、
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
福
島
県
浪
江
町

か
ら
江
東
区
に
避
難
し
て
き
て
い

る
５
人
の
方
か
ら
、
震
災
直
後
の

様
子
や
東
京
に
来
て
か
ら
の
生
活

な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
労
組
書
記
長
の
花
島
進

さ
ん
が
講
演
。
花
島
さ
ん
は
「
私

は
科
学
者
と
し
て
、
原
発
の
研
究

は
進
め
て
い
く
べ
き
と
い
う
立
場

だ
が
、
い
く
ら
な
ん
で
も
今
の
進

め
方
は
お
か
し
い
」
と
語
り
、
事

故
隠
し
や
現
場
か
ら
あ
が
っ
た
内

部
告
発
を
保
安
院
が
東
電
に
密
告

す
る
な
ど
、
内
部
で
の
批
判
の
声

を
聞
き
入
れ
よ
う
と
し
な
い
体
質

が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

避
難
者
や
花
島
さ
ん
の
話
し
に

改
め
て
原
発
ゼ
ロ
の
思
い
を
強
く

し
た
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
13
日
、
「
３
・
13
重
税
反

対
江
東
区
民
集
会
」
を
開
き
７
団

体
・
４
２
０
名
が
参
加
し
「
長
引

く
経
済
低
迷
の
中
、
さ
ら
な
る
増

税
と
な
れ
ば
、
家
計
と
中
小
業
者

を
直
撃
し
、
日
本
経
済
を
ど
ん
底

に
突
き
落
と
す
こ
と
は
明
ら
か
」

と
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
参
加
し
た
あ
ぜ
上

三
和
子
都
議
は
、
社
会
保
障
削
減
、

消
費
税
増
税
の
一
体
改
革
を
厳
し

く
批
判
し
「
ご
一
緒
に
消
費
税
増

税
ス
ト
ッ
プ
、
く
ら
し
と
営
業
を

守
る
た
め
に
頑
張
り
ぬ
き
ま
し
ょ

う
！
」
と
挨
拶
。

東
・
西
税
務
署
に
向
け
て
デ
モ

行
進
を
行
い
、
統
一
申
告
を
行
い

ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１２年 ３月号 №８９ －２－

江
東
社
会
保
障
推
進
協
議
会

第
19
回
定
期
総
会

大
増
税
を
許
さ
ず
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
を
め
ざ
そ
う
！

江東区の開発の第三期は、明暦（1657年）

の大火後の幕府の大規模な都市計画により元

禄年間（1688～1703年）に、油堀川（首都高

速深川線）周辺の元木場町21カ町と仙台堀川

周辺の築地町24カ町がつくられました。

元木場町は、1699年に伊奈半左衛門が材木

置場として築きあげたのを、町人が買い受け

て町屋にしました。そのうち小松町（福住1

丁目）は干鰯問屋の所有地で「干鰯場」、隣

接する松賀町には伊勢商人九郎右衛門の48棟

の土蔵があり「いろは蔵」と呼ばれました。

油堀北の堀川町は「河岸通り油堀」、仙台堀

に面した今川町は「河岸通り仙台堀」などと

呼ばれています。

築地町は、1698年に伊奈半左衛門が埋立て

た土地を町人が買い取ったものです。そのな

かで、現在の地名と違っているのは三好町は

平野3丁目、元加賀は江戸初期に加賀前田家

の下屋敷のあった平野4丁目（木場公園）に

あり、その名は今は元加賀小や公園に残って

います。一色町と平野町は元木場の中にあり

ましたが、築地町の中心は材木商冬木家が住

んでいた冬木町で、冬木弁天堂は冬木家が邸

内社として建てたものです。冬木町と平久川

をへだてた東の鶴歩町（木場3丁目）は、こ

の町の名主で榎本其角の門人だった平野甚四

郎の俳名で、それは其角の俳句「日の春をさ

すがに鶴の歩みかな」からとったものです。

（木場3丁目の親水公園には「鶴の橋」がか

かっています）

冬木町から平久川の東の木場は、広重の

「深川木場」（名所江戸百景）に描かれてい

るような一面広大な材木置場でした。

概説

（8）

歌
川
広
重
「
深
川
木
場
」
（
名

所
江
戸
百
景
）

行
事
日
程

４
月
15
日
（
日
）

10
時
〜

森
下
公
園
集
合

「
原
発
を
な
く
す
江
東
区
民

パ
レ
ー
ド
」

大
運
動
実
行

委
員
会

２
月
28
日
、
江
東
大
運
動
実
行

委
員
会
は
「
怒
り
の
地
域
総
行
動

区
民
集
会
」
を
猿
江
公
園
で
開
き

21
団
体
・
３
８
１
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

３
月
13
日
、
東
京
土
建
江
東
支
部
会
館
に
て
、
江
東
社
会
保
障
推

進
協
議
会

第
19
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

寒風ついて2・28怒りの地域総行動区民集会

働くものと区民の暮らし・営業を守ろう！

さ
よ
な
ら
原
発
・
江
東

「
原
発
事
故
と
故
郷
の
い
ま
」
「
研
究
現
場
か
ら
安
全
を
問
う
」

「
３
・
13

重
税
反
対
江
東
区
民
集
会
」

浪江町から避難されてきた方たち

「元木場町と築地町」

し
た
。




